
LabView for Cosmo-Z 操作手順書 
平成 28 年 9 月 2 日 

特殊電子回路株式会社 
 

１．準備 

Cosmo-Z の SD カードに、最新の boot.bin と cosmoz.elf を入れ、電源を入れます。 
 

２．LabView ファイルの起動 

CosmozClient.vi を起動します。 
 （当社の動作テスト環境は、LabView2016 です。） 
 

３．IP アドレスの設定 

設定パネルが開くので、IP アドレスを環境に合わせて書き換えます 
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４．LabVew の動作開始 

 
LabView のツールバーの左のボタン 

 
を押します。このとき、TCP/IP で Comso-Z に接続します。 
もし、接続できない場合はエラーとなりますので、一度 LabView を終了し、２の手順から

やり直してください。 
 

 
※接続できない場合のエラー表示 
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５．ステータスの表示 

ステータスが表示され、時刻、バージョン、起動時間、ADC 速度、現在温度が表示されま

す。FPGA バージョンは 20160831 が最新です。 
※設置場所、所有者、コメント、計測状態、拡張機能は表示されません。 

 

 

６．波形モニタ画面への切り替え 

「波形モニタ」タブを押し、画面を切り替えます。 

 
 

７．計測の開始 

「計測スタート」ボタンを押すと、計測を開始し、波形が表示されます。 
計測中は「計測スタートボタン」はランプに変わり、点滅します。 
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８．波形の表示 

CH1～CH8 のボタンを押し、明るい緑色にすると、そのチャネルの波形が表示されます。 

 

【ご注意】・125MHz サンプリングでは、同時に 7CH 以上のサンプリングができません 
      80MHz(デフォルト),100MHz サンプリングであれば 8ch まで可能です。 
     ・CH9～CH16 は押さないでください。動作が停止する場合があります。  

4 
 



チャネルと色の対応を次の表に示します。 
 

CH1 ■ 茶色 CH5 ■ 緑 
CH2 ■ 赤 CH6 ■ 青 
CH3 ■ 橙 CH7 ■ 紫 
CH4 ■ 黄色 CH8 ■ 灰色 

 

９．トリガの使用 

トリガを使用したい場合は、「トリガー ON/OFF」チェックボックスをチェックします。

このボックスがチェックされていると、全体のトリガがかかるまで波形キャプチャが待機

されます。 

 

このチェックボックスがONになっている場合は、オシロスコープでいうところのNORMAL
モードのような動作となります。 
このチェックボックスが OFF になっている場合は、オシロスコープでいうところの AUTO
モードのような動作となります。 

 
 

１０．トリガ待ち 

トリガ待ちの状態では、トリガチェックボックスの右側が赤く点滅します。 
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１１．ソフトウェア FFT 

ソフトウェア FFT を行う場合、表示切替で FFT を選び、計測スタートボタンを押します。

この場合、「長さ」と「窓関数」の選択が可能です。 
 

 

※125MHz でサンプリングする場合は、チャネル数は 6CH 以下にしてください。 
 100MHz や 80MHz の場合は 8CH まで可能です。 
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１２．ハードウェア FFT 

ハードウェア FFT を行う場合、表示切替で、HVFFT を選び、計測スタートボタンを押し

ます。「長さ」と「窓関数」の選択はできません。 
長さは 32768 ポイント固定、窓関数は「なし」となります。 

 
※125MHz でサンプリングする場合は、チャネル数は 6CH 以下にしてください。 
 100MHz や 80MHz の場合は 8CH まで可能です。 
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１３．トリガの設定 

下記のパネルで、各チャネルごとにトリガ条件と、トリガを発生させる値を指定できます。 
「トリガー条件」は、各チャネルの条件が OR で発生するか、AND で発生するかを設定し

ます。 
 

 
 
※これらのトリガ設定値は、LabView ファイル起動時には自動的には Cosmo-Z に送られな

いので、全チャネルを一度クリックして、設定しなおしてください。 
※トリガがうまくかからない（あるいはトリガ待ちの状態が続く）場合は、コンソールか

らログインして、/cosmoz.elf trig stat コマンドを入力し、確認してください。 
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